



ZENIYA GOHEI（銭屋五兵衛）and the Contraband
Jinzo FUKAI
キーワード：海商，抜荷，銭屋五兵衛，加賀藩，北前船








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「竹嶋一件考」（『亀山』14 ～ 19と23，1987 ～
1992年）他や落合功「『竹島渡海一件』について」
（『中央史学』24，2001年）などがある。
（12）東大附属図書館蔵「竹島渡海一件記全」など
上記『八右衛門とその時代』収録翻刻史料参照。
（13）新潟市郷土資料館編刊『川村修就文書』Ⅴ・
一九八二年。また，幕府触は前註11浜田市教育
委員会編『八右衛門とその時代』にも収録。な
お，間宮林蔵のこの一件摘発については洞富雄
『間宮林蔵』（吉川弘文館・新版1896年）の「幕
府隠密」項，他。
（14）牧野忠精は享和元年より文化13年，文政11
年より天保２年に，浜田藩主松平康任も文政９
年より天保６年に同じく老中を務めていた（児
玉幸多編『日本史総覧』Ⅳ巻＜新人物往来社・
1984年＞「江戸幕府諸職表」）。
（15）前註２遠藤雅子『幻の石碑』８章
（16）右同・４章・７章～９章
（18）網野「海の時代」（『海と列島の中世』日本エ
デイタースクール出版部・1992年）
（19）小島敦夫『密航漁夫』集英社・2001年，１・
２章
（20）加越能文庫蔵（金沢市立玉川図書館近世史料
館）
（21）前註１鏑木『銭屋五兵衛の研究』７章３
（22）前註１若林『新版銭屋五兵衛』４章３節
（23）前掲註３木越『銭屋五兵衛と北前船の時代』
終章3
（24）弘化３年「御勝手方御用心覚」（前出加越能
文庫蔵）
（25）大塚和義「北太平洋の先住民交易」（国立民
族博物館編刊『ラッコとガラス玉』（2001年）他。
天明期にウルップ島まで来ていたロシア商人と
アイヌの交易では，絹・木綿・砂糖・薬種など
も扱われていたことが紹介されている（川上淳
「一八世紀～一九世紀初頭の千島アイヌと千島
交易ルート」＜北海道・東北史研究会『メシナ
の世界』北海道出版企画センター・1996年＞）。
（26）拙著「近世越中の小廻船，平寿丸のロシア漂
流について」『富山史壇』135・136合併号・
2001年
（27）前註１示村龍「銭屋五兵衛の密貿易」
（28）シーボルト『日本』４巻（雄松堂・1978年）
５章
（29）前註25川上淳「一八世紀～一九世紀初頭の千
島アイヌと千島交易ルート」
（30）前註１鏑木『銭屋五兵衛の研究』７章２｡ 前
註11 ｢銭屋五兵衛一件｣ も参照。
（31）前掲註1若林『新版銭屋五兵衛』４章３節。
なお，前註１示村龍「銭屋五兵衛の密貿易」は
清水が頼りない話者といっても，彼の話す事柄
の中に幼い頃に聞いた真実が含まれていること     
を無視出来ないとして，この樺太での交易の話
を容認している。
（32）前註１鏑木『銭屋五兵衛の研究』７章８。前
註11「銭屋五兵衛一件」も参照。
（33）井上光貞他編『日本歴史大系』３巻（山川出
版社・1988年）２編５章
（34）前註２遠藤雅子『幻の石碑』７章
（35）『幕末御触書集成』６巻（岩波書店・1993年）
5123号
（36）前註２遠藤雅子『幻の石碑』８章
（37）（39）前註１鏑木『銭屋五兵衛の研究』７章
６
（38）川島「銭五の密貿易船の行方を尋ねて」（満
川亀太郎『南国史話』平凡社・1926年）
（40）前註１若林喜三郎『新版銭屋五兵衛』４章３
（41）前註１鏑木『銭屋五兵衛の研究』15章１
（42）上同・５章11。この船でロシア人が津軽にも
上陸していたこと，また青森とその周辺の深沢
平野５万石収公の噂が出ていたこともこの書簡
からわかるが，銭屋五兵衛が亡くなった後の幕
末の，再興銭屋家の経営資料としても貴重であ
る。
（43）児玉幸多編『日本史総覧』Ⅳ巻＜新人物往来
社・1984年＞「江戸幕府諸職表」
（44）弘前市立図書館蔵 ｢御国日記｣ (『金沢市史』
資料編８，２編２章 30号文書)
（45）田中正右衛門文書(上同資料編８，上同38号
文書)
（46）前註１『年々留』83頁
（47）鏑木氏らが紹介されている漂流記の弘化3年
「東洋漂流記」（前註１鏑木『銭屋五兵衛の研究』・
示村龍『日本海を中心として』・松風嘉定『銭
屋五兵衛真伝』・『石川県史』2巻）は，銭屋五
兵衛の持ち船が昆布を積んで東廻り航海をして
漂流した一件をまとめたものである。東廻りで
昆布輸送により漂流した著名な船に富山売薬薩
摩組能登屋の廻船長者丸があるが，これと同様
な漂流が弘化年間に銭屋五兵衛の廻船でもあっ
たことを示す貴重な史料ということになる。こ
れは船頭から著者が直接話を聞いたものである
ものの，漂流記としてまとめ直すための手が
入っており，未完成であるが表題からみて場合
によっては明治に入ってまとめられた問題があ
る。同史料については金沢市史編纂の際に調査
された銭五遺品館文書の所在目録を編纂室で見
せていただいたところ，酉午，河合法筆の（弘
化２年銭屋慎八の廻船漂流船仙台領帰帆の件に
つき聞書，袋綴６丁）が記載されていたので，
他の文書とともにシンポジュウムの準備報告の
際に銭屋五兵衛記念館館長に撮影をお願いした
が，残念ながらこれは行方不明で見い出されな
かったとのことであった。この聞き書はみられ
なかったものの，鏑木勢岐氏・日置謙氏らはみ
なこれを見たうえで「東洋漂流記」を利用した
ものと考えられたので，その検討をシンポジュ
ウムの準備報告の中では行っている。今回この
論文をまとめるために資料を見直したところ，
市史編纂室のリストに銭屋慎八船とあることに
あらためて気づいた。市史編纂室で撮影してい
るかどうか不明であるが，また収集資料を点検
しなおさねばならないものの，編纂は終わり現
在それらはまだ公開されていないので残念なが
ら点検できない。五兵衛の持ち船でないのに持
ち船として漂流記をまとめたとは考えにくいも
のの，念のために別の船を五兵衛船とした可能
性を考えることにして本稿では本文で利用しな
いことにし，その公開後に直ちに点検，紹介す
ることにしたい。もっとも，「東洋漂流記」が
たとえ五兵衛の船でなくとも幕末の宮腰の廻船
が昆布を積んで東廻りをしたことを教えてくれ
る点で貴重な史料であることに間違いはない。
（48）前註１示村龍「銭屋五兵衛の密貿易」。最初
の宝得丸は天保２年に新造され，その後3代目
の船まで知られている（前註１，鏑木『銭屋五
兵衛の研究』71－74頁の持ち船表参照）。
（49）長崎県立図書館蔵「犯科帳」123。「皆月村弥
三兵衛異国へ漂着の次第口書」（石川県図書館
協会編刊『加能漂流譚』1938年）。この一件に
ついては拙著「海外漂流からみた北国，日本海
東部沿岸地域の廻船の動向と航海」（細井計編
『東北史を読み直す』吉川弘文館・2006 年）も
参照。
（50）川合彦充「近世日本漂流編年略史」（『日本人
漂流記』1967年・社会思想社）・佃和雄『新能
登・加賀・漂流物語』（北国新聞社・2006年）
５章４
（51）前註１示村龍「銭屋五兵衛の密貿易」が推
定するがこの点の確実な史料はまだ未発見で
        
     
ある。
（52）若林氏は天保７年頃に五兵衛が越中米の取引
を主とする米商いをやめることにしたことを指
摘しているが（前註１若林『新版銭屋五兵衛』
４章４），領外での米買い付け，販売は領内細
民の恨みを買うわけではないので，当然に対象
外である。
（53）天保４年の飢饉時の筑前米・中国米買い付け
と販売の記事が『年々留』（前註１掲載）上巻
85項に記載される。
（54）前註１若林『新版銭屋五兵衛』４章４
（55）拙稿「加賀地域の北前船展開と抜荷」『歴史
と地理（日本史の研究）』210号・2005年
（56）拙著「近世，能登黒島の廻船業発展と新潟廻
船問屋当銀屋」『交通史研究』57号・2005年
（57）前註１，鏑木『銭屋五兵衛の研究』
（58）（59）拙著「近世後期，加賀藩の抜荷取引湊
の廻船問屋展開と富山売薬商の抜荷売買」『富
山大学教育学部紀要』53号・1999年
（60）前註８『輪島市史』資料編２（輪島市・1972年）
新谷九郎家文書解説と同史料編４巻（同・
1975年）「近世町方文書解説」参照
追記，本論文は2001年に実施された銭屋五兵衛没
後150年記念シンポジウムでの報告を大変に遅れば
せながらまとめたものである。論文化するのが遅れ
たのは，シンポジウム後に他の仕事に追われてよう
やく論文にまとめようとしていた時に，加賀藩の天
保期の唐物投機失敗の一次史料を見いだし，藩と抜
荷の関係を検討するために史料発掘に努めていたた
めであるが，結局未だ他の関係史料を見いだせな
かったので，今回まとめることにしたものである。
なお，北方関係の取引の部分については，先に活字
にした拙著「加賀地域の北前船展開と抜け荷」（『歴
史と地理（日本史の研究）』210号，2005年）の四
節にて簡単にふれたが，今回これを詳しく取り上げ
た。
　末筆ながら史料閲覧その他でお世話になった方々
に御礼申し上げたい。
     
